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神
川
地
区
公
民
館
は
、
神
川
地

区
の
振
興
の
た
め
に
各
専
門
部
・
各

自
治
会
・
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

特
に
「
集
落
営
農
」
に
重
点
を
置

き
、
先
進
地
視
察
や
研
修
会
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
年
間
を
通

し
て
多
く
の
行
事
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
直
近
で
は
県
下
一
周
駅
伝
大
会

に
伴
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
予
定
で

す
。
今
回
は
、
公
民
館
を
挙
げ
て

取
り
組
む
二
つ
の
行
事
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
八
月
五
日
に
行
わ
れ
た
夏

祭
り
で
す
。
文
化
部
を
中
心
に
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
多
方
面

か
ら
の
御
協
力
や
御
支
援
を
得
て

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
神
川
学

習
セ
ン
タ
ー
体
育
館
を
会
場
と
し
て

地
区
内
外
か
ら
多
数
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
神

川
小
児
童
の
合
唱
に
始
ま
り
演
劇
・

歌
・
踊
り
・
早
飲
み
・
ダ
ン
ス
な
ど

十
四
回
に
及
び
ま
し
た
。
祭
り
の

最
後
に
は
抽
選
会
が
開
か
れ
豪
華

な
賞
品
に
一
喜
一
憂
す
る
姿
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
地
区
民
老
若
男

の
活
動
や
、
伝
統
行
事
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

季
節
柄
、
一
月
二
十
九
日
（
日
）

に
鬼
火
た
き
を
実
施
し
、
二
月
十
二

日
（
日
）
に
は
も
み
じ
植
栽
・
肥
料

散
布
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
区
民

は
も
と
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
連

携
や
青
少
年
育
成
部
、
緑
の
少
年

団
と
も
協
力
し
、
住
み
よ
い
大
原
地

区
の
建
設
を
今
後
も
推
進
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
原
地
区
公
民
館
は
、
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
鹿
児
島
県
の「
集

落
の
維
持
存
続
に
対
す
る
政
策
推
進

モ
デ
ル
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
」
に
選

定
さ
れ
、
地
区
の
現
状
・
課
題
把
握

を
行
う
た
め
聞
き
取
り
・
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
集
落
維
持
の
た
め

の
課
題
解
決
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

二
十
二
年
度
か
ら
は
地
区
計
画
に

基
づ
き
、
地
区
住
民
・
町
が
中
心
と

な
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と
連
携
、
地

区
の
行
事
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

が
参
加
し
、
も
み
じ
下
刈
り
、
鬼
火

た
き
等
地
区
外
の
方
々
と
の
交
流
や

集
落
維
持
、
集
落
の
活
性
化
の
た
め

に
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

女
よ
い
ふ
れ
あ
い
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
次
は
、
ソ
バ
＆
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
で
す
。
本
年
度
は
二
月

二
十
六
日
に
神
川
学
習
セ
ン
タ
ー
で

実
施
す
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
産
業
部
を
中
心
に
ソ

バ
打
ち
を
、
体
育
部
を
中
心
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
う
も
の
で

す
。
ソ
バ
は
ソ
バ
粉
か
ら
全
て
手
作

り
で
す
。
産
業
部
が
ソ
バ
作
り
を
し

て
い
る
間
、
体
育
部
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年

度
は
、
幼
稚
園
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

七
十
余
名
が
参
加
し
、
た
い
へ
ん
に

ぎ
や
か
で
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
終
わ
っ
た

人
か
ら
、
で
き
た
て
の
ソ
バ
と
お
に

ぎ
り
で
昼
食
を
と
り
ま
す
。
手
作
り

な
ら
で
は
の
ソ
バ
は
絶
品
で
す
。
昼

食
が
終
わ
っ
た
後
、
参
加
者
全
員
が

体
育
館
に
集
ま
り
表
彰
式
と
抽
選

会
を
行
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
行
事
は
、

前
年
度
の
反
省
を
も
と
に
、
役
員
や

専
門
部
で
協
議
を
重
ね
改
善
を
加

え
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
実
施
の
行
事
で
は
、
抽
選
会
を

加
え
、
参
加
者
が
誰
で
も
皆
楽
し

め
る
様
に
企
画
し
て
き
ま
し
た
。　

こ
れ
か
ら
も
、
地
区
民
が
楽
し
く
交

今
年
度
は
、
自
治
会
統
合
（
合
併
）

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
十
五
歳
以
上

の
全
地
区
民
を
対
象
に
行
い
、
取
り

ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
、
協
議
会
や
検
討

会
、
準
備
委
員
会
等
の
発
足
も
含
め

て
、
自
治
会
長
会
や
役
員
会
等
で
協

議
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
区
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

地
区
公
民
館
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

流
し
、
様
々
な
意
見
を
交
わ
し
な
が

ら
、
神
川
地
区
が
さ
ら
に
活
性
化
し

発
展
す
る
よ
う
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

神
川
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

大
原
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

錦
江
町
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
だ
よ
り
　
11
月
か
ら
数
回
に
渡
り
、
錦
江
町
地
区
公
民
館
活
動
を
地
区
別
に

紹
介
し
ま
す
。

　
今
月
は
（
神
川
地
区
・
大
原
地
区
）
で
す
。

みんなでソバ作り

大原地区の鬼火たき もみじの下刈り

　

牧
原　

勝
郎	

（
宿
利
原
分
団
）

　

大
寺　

幸
夫	

（
麓
分
団
）

【
鹿
児
島
県
知
事
勤
続
章
】

▪
10
年

　

折
小
野
藤
三	

（
麓
分
団
）

　

大
寺　

俊
一	

（
麓
分
団
）

　

松
ノ
下
大
作	

（
前
大
原
分
団
）

　

伊
藤　

𠮷
和	

（
大
原
分
団
）

　

川
路　

昭
典	

（
役
場
消
防
隊
）

　

荒
武　

康
成	

（
中
央
分
団
）

　

前
迫　

芳
文	

（
池
田
分
団
）

　

安
水　

健
一	

（
池
田
分
団
）

　

白
井　

裕
一	

（
池
田
分
団
）

　

馬
込　

真
一	

（
池
田
分
団
）

　

黒
瀬　

慎
吾	

（
役
場
消
防
隊
）

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会
肝
属
支
部
勤
続
章
】

▪
15
年

　

久
津
輪
力
哉	

（
中
央
分
団
）

　

野
間　

賢
司	

（
神
川
分
団
）

　

下
柳
田
浩
行	

（
神
川
分
団
）

　

小
平　

浩
文	

（
池
田
分
団
）

　

西
川　

健
児	

（
麓
分
団
）

　

宿
利
原
伸
一	

（
役
場
消
防
隊
）

【
25
年
勤
続
妻
・
家
族
の
表
彰
】

　

上
鶴 

映
子	

（
神
川
分
団
）

【
退
団
者
表
彰
】

▪
10
年
以
上

　

坂
口　

勇
夫	

（
本
部
）

　

永
𠮷　

辰
夫	

（
本
部
）

　

川
畑　

力
男	

（
大
原
分
団
）

　

山
中　

純
一	

（
中
央
分
団
）

　

段　
　

優
一	

（
池
田
分
団
）

　

川
路
伸
一
郎	

（
川
原
分
団
）

　

下
八
重
健
二	

（
川
原
分
団
）

　

松
ノ
下
大
作	

（
大
原
分
団
）

　

大
原
地
区
公
民
館
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
と
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
る
「
も
み
じ
」
の
管
理
作
業
や
薬

剤
塗
布
（
五
〜
十
一
月
）、
植
栽
・
肥

料
散
布
（
二
月
）
で
す
。
シ
ン
ボ
ル

で
も
あ
る
「
も
み
じ
」
を
絶
や
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
魅
力
あ
る
地
区
に

な
る
よ
う
手
を
取
り
、
汗
を
か
き
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
内
に
は
小
学
校
が
あ
り
、
学

校
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
、
地
区
の

行
事
と
学
校
行
事
と
連
絡
調
整
し
、

児
童
生
徒
に
は
、
青
少
年
育
成
の
日


